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新型感染症の時代に寄せて 

学生支援課長 青木 彰 

 新型コロナウイルス感染症の猛威が収まりを見せない中、保健管理センターの医師、保健

師、看護師をはじめ、学内外で医療業務に携わる方々におかれましては、昼夜、平日休日を

問わず感染者対応及び感染拡大予防にご尽力を賜って頂いておりますこと、まず最初にこの

場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 

 

 先日、東京消防庁の自衛消防業務講習を受講するため、墨田区にある本所防災館に行って

きました。東京工業大学が設置する自衛消防組織の本部隊では学生支援課長が衛生救護班長

に当たるため、消防法の規定により、歴代の学生支援課長はこの研修受講が必須となってい

ます。本所といえば、江戸時代には浅草、深川などと並んで下町の一角を占める庶民の街で、

化政、幕末期の江戸の雰囲気を色濃く伝える岡本綺堂の名作「半七捕物帳」にも、事件の舞

台としてたびたび登場します。東工大発祥の地である蔵前にも隅田川を挟んで接しており、

大正 12 年の関東大震災や昭和 20 年の東京大空襲など壊滅的な被災からの復興を経て、近年

では同じ墨田区内の押上における東京スカイツリー建設を契機として新たな再開発が進行中

です。 

 「半七捕物帳」自体はもちろんフィクションですが、江戸時代の面影が未だ街中の至ると

ころに残り、若かりし頃には実際に江戸の町奉行所で与力や同心、岡っ引などとして活躍し

ていた御隠居などが数多く現存していた明治から大正の時代にかけて、綺堂は自らの体験に

こうした人々への綿密な取材なども加えて、確かな時代考証に裏打ちされた近代日本におけ

る探偵小説の開祖とも言うべき優れた作品群を世に送り出してきました。探偵小説（現代で

は推理小説という呼称の方が一般的ですが）には、理論性を重視した伝統的な本格ミステリ

の他、松本清張に代表される社会ミステリ、赤川次郎をはじめとするユーモアミステリなど

多様な分野がありますが、大英帝国が世界に誇る名探偵シャーロック・ホームズの生みの親

であるコナン・ドイルが 19世紀後半の霧の都ロンドンを数多くの名場面で繰り返し象徴的に

描いているように、時代から切り取られた大都会の生き生きとした写実描写は、優れた「名

探偵」が活躍する舞台として欠くことのできない重要なファクターの一つであるようです。 

 

 本所防災館は総武線錦糸町駅から徒歩十数分。駅北口を抜けると都内の一般道では珍しい

広々とした四つ目通りに出て、すぐ右手には広大な錦糸公園も姿をあらわします。これらは

関東大震災を契機に整備、拡張されたもので、河川の船から陸上のトラックへと変容する流

通形態への対応、急速な人口増加で過密化する地域住民への憩いの場の提供という役割に加

えて、大規模災害時の火災延焼防止、緊急避難場所の確保などとしての機能も意図されてい

ました。碁盤の目に区画された地域割は、さらに遡ること江戸時代に始まるそうで、都内西

部の入り組んだ迷路状の小道に迷わされることが多い我が身としては（自分の方向音痴はひ

とまず別として）羨ましい限りです。その先工場跡地の再開発で誕生したオフィス群と商業

地域から成る高層複合施設を抜けると、ようやく少しノスタルジックな昭和の雰囲気を醸し
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出す職住混在したエリアに入ります。本所防災館もそんな中にありますが、歴史的な地名と

は裏腹に、実際に目に飛び込んでくる景色は現代 TOKYO の姿そのものです。震災や戦争によ

り現存する史跡や歴史的建造物なども皆無で、今では路傍に隠れた後世の石碑などから古き

良き時代を偲ぶほかありません。 

 学術的には現存する同時代の文献史料や発掘遺跡などの一次資料が最優先、ましていくら

時代考証に長けているとはいえ所詮は小説の中の話、その現地を訪れる意義などあるのかと

いう疑問は当然ありますが、フィクション、ノンフィクションに関わらず、こうした知識を

背景に歴史上の「現場」を眺めて創造力をかき立てることは素人ならではの特権です（ごく

稀なケースですが、ホメロスの叙事詩のような実例もあります）。未知の場所を訪れる横への

広がりが旅の醍醐味であるならば、これまでとは違う新たな視点から歴史を顧みる縦への深

化もまた旅の味わいであると思います。「路地を曲がって初めての道に迷い込む、その瞬間か

ら旅は始まる」、そんな名言（迷言？）を聞いたことがありますが、遠くに行くだけが旅では

ない、非日常的な空間に立ち入ること自体が旅なのであれば、たとえ創作の中の話であって

も歴史を遡って詳細に描き込まれたその一場面に入り込むこともまた旅のはじまり。その人

の創造力と感性次第では、現代の本所界隈で十手を持った半七と不意に遭遇する瞬間を目に

することできるかもしれません。 

 新型感染症の影響は、大学の教育研究活動のみならず、日々の日常生活にも及んでいます。

その抜本的解決にはまだ暫く時間がかかりそうですが、近い将来その収束の兆しが見えたと

き、すべてを機械的にプレ・コロナの時代に回帰させるのではなく、そこで培われた創意工

夫や新たな視点を公私に渡って次の時代の礎としていくこと、講義内容や特性に応じた遠隔

授業／対面授業の共存、事務手続きの電子化促進、そして旅のあり方の再発見など、その中

身は人や立場によって様々ですが、単に失われた災いの期間としてではなく新たな展開への

スタートアップの好機として捉えていく姿勢は、是非とも担保したいと思います。 

 自衛消防業務講習では火災時と地震時の大きな相違点として、後者では発生初期段階にお

ける公設消防隊の救助などは期待できず（広範囲で同時に被害が生じるため）状況に応じた

自主対応が不可欠である旨の説明がありました。現在の新型感染症の状況はそれに近いのか

もしれません。このような中で日々感染症対応にご尽力頂いている保健管理センターの医療

職、看護職の方々をはじめ関連の皆様方には改めて御礼申し上げるとともに、一刻も早い新

型感染症の収束、そして来るべきアフター・コロナの時代の幕開けを祈念してやみません。 
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東京富士見坂からご挨拶 

 保健管理センター看護師 猪原 比佐子 

 

2021年 2月 1日より、東京工業大学保健管理センター大岡山に勤務し、半年が過ぎました。こ

れまで、臨床現場の経験しかない私にとって、大学の保健管理業務は初めての経験です。業務内

容のみならず、デスクワークが大半であることや、訪れてくる学生との関わりなど、どれも新鮮

であり、戸惑うこともありましたが、ようやく少しずつ慣れてきたように思います。 

 

私が勤務する保健管理センター大岡山は、キャンパスの外れた場所にあります。 

キャンパス内にいるはずなのに、学生よりも近隣の方々が散歩している姿を多く眺めながら、仕

事をする毎日です。また、保健管理センター前の陸橋は、「東京富士見坂」と言われ、国土交通省

関東地方整備局により関東の富士見百景のひとつに選ばれており、天気の良い朝と夕焼け時には、

散歩中のご近所の方が立ち止まり、富士山を眺める姿もよく見かけます。 

 

富士山は、私にとってはパワーの源です。なぜなら、夫の海外赴任に同行し、米国と東南アジ

アで、通算 6 年半の海外生活を送っていた頃、年に一度の日本への一時帰国の際に、機窓から見

える雄大な富士山の姿に、私はいつも畏敬の念を感じつつ、今年も家族全員が無事に日本に戻っ

てこれたという安堵感と、同じ文化・言語を有する日本で、出来ないことはないんだと思いを新

たにすることができました。富士山を見るたびに、「何の心配もない、大丈夫だ」というパワーが

沸いてきます。 

 

このような、のんびりとして元気をもらえる場所にある保健管理センターで、私は日々訪れて

くる学生との雑談の中に、小さな SOS が隠れていないか、質問を投げかけながら学生の様子を伺

っています。中には深刻に悩んでいる学生もいて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大から 

1年が経過し、学生の抱える悩みや問題が、これからもっと表面化してくる、そんな時期にあるの

ではないかと危機感を感じることもあります。しかしながら一方では、多くの学生は、感染症の

流行によって始まった新たな生活様式に折り合いをつけ、うまく対応できているのではないか 

とも感じています。 

 

先日、4回目となる緊急事態宣言が発令された日に、これから欧州へ留学予定だという女子学生

が、健康診断証明書の申請のために、窓口にやってきました。このコロナ禍においても、前を向

いて挑戦している学生の健康面をサポートすることは、ここに勤める私にとって大きなやりがい

です。彼女と同じように、熱い思いを持って東工大で学ぶことを選択し、日本へやってきた留学

生が、健康上の不安なく、勉学に研究にと挑戦して欲しいとの思いを、改めて強く感じました。 

 

顔なじみの留学生も増えてきた最近では、窓口でちょっとでも笑顔になってもらおうと、挨拶

を留学生の母国語で行うように心がけています。東南アジアに住んでいたので、タイ語、インド

ネシア語（マレーシア語）、ベトナム語などは、すぐに出てきますが、時々来るペルシャ語やウル

ドゥー語には苦戦しております。なかなか挨拶すら覚えられない私に、学生から、大使館で行っ

ているペルシャ語の授業に参加したらどうかと勧められたこともありました。もちろん「英語も

不自由な私に、ペルシャ語はハードルが高すぎる」と丁寧にお断りしましたが、そんなやり取り

を学生と楽しみながら、なるべく多くのコミュニケーションを取り、困っていることはないかと

問いかけています。 

 

キャンパスの外れにある、昭和感満載で無機質な建物の保健管理センターは、少し入りにくい

イメージがあるとは思いますが、何か健康面に関する不安や、困ったこと、悩み事などあれば、

遠慮なく利用していただけたらと思います。 

http://www.ktr.mlit.go.jp/chiiki/fuji100.html
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Ⅰ．「保健管理活動」編 

１．保健管理センターの業務概要 

１）業務一覧                                                                    

（１）一般健康診断の実施（①②③秋に実施） 

      ＜対象者＞ 

        ＊学生      

 ①学士課程新入生の一般健康診断 

 ②在学生の一般定期健康診断 

 ③秋入学学生の一般健康診断 

（２）特殊健康診断の実施 

      ＜対象者＞ 

        ＊放射線取扱学生 

    ＊有機溶剤取扱学生 

    ＊特化物などの取扱学生 

 ①学生の特殊健康診断 

 

 

（３）健康診断の事後措置  

      ＜対象者＞ ＊学生 ＊職員  

 ①医療指導 

  ②生活指導 

（４）健康相談の実施 

      ＜対象者＞ ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①医療相談 

  ②保健指導   

（５）精神衛生相談の実施 

      ＜対象者＞ ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①カウンセリング 

  ②医療相談 

（６）応急処置 

      ＜対象者＞ ＊学生 ＊職員 ＊その他 

  ①傷病者の応急手当 

  ②休養室での看護 

  ③医療機関への紹介 

（７）検査・計測等の実施 

      ＜対象者＞ ＊学生 ＊職員 ＊その他 

 

  身体測定（身長、体重）血圧測定 

 尿、視力、聴力の検査、 

 その他の計測（体脂肪、胸囲、握力等） 

  アルコール体質判定テスト 

（８）感染症対策 ①新型コロナウイルス感染症対応   

（新型コロナウイルス感染症罹患報告） 

②保健所との連携による感染の拡大防止 

（９）学内の環境衛生ついての指導,援助 ①職場巡視 

（１０）健康管理 関する調査,研究  

（１１）健康に関する教育活動 

        ＜対象者＞＊学生 ＊職員 ＊その他   

  ①保健関係資料の掲示・WEB掲載 

  ②講演会、講習会、懇談会等の開催 

（12）その他の業務   ①医療統計の作成 

 ②年報の作成・WEB掲載 

  ③健康診断証明書の発行 

  ④入試・学事行事における救護待機 

  ⑤学事行事における救急箱の貸出 

  ⑥その他健康の維持増進についての必要な業務 
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２）年間スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査項目 

①  
学生一般定期健康診断 

（学士課程新入生） 

身体測定・視力検査・胸部 X線、健康相談（希望者）・ 

カウンセリング（希望者） 

②  
学生一般定期健康診断 

（在学生） 

身体測定・視力検査・健康相談（希望者）・ 

カウンセリング（希望者） 

③  学生特殊健康診断 血液検査・診察（問診）・その他必要な検査 

 

 

 

  

月 業務 検査項目 対象等 日程等 場所

7月 春季学生特殊健康診断 ③ 放射線取扱学生 7月1日～2日 大岡山

9月 学士課程新入生健康診断 ① 学士新入生全員 9月24日～30日 大岡山

10月12日～14日

10月28日～30日

秋季学生特殊健康診断 ③ 放射線取扱学生 11月2日 大岡山

放射線取扱学生

③

②

③

②

在学生健康診断

秋入学新入生健康診断

すずかけ台

大岡山

11月

11月12日～30日 大岡山

春季学生特殊健康診断 放射線取扱学生 6月29日～30日 すずかけ台

10月

10月16日～22日 すずかけ台

秋季学生特殊健康診断

在学生全員

在学生健康診断

秋入学新入生健康診断
在学生全員

6月
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３）取扱件数 

表 1-1 取扱延件数（全体） 

令和元年度から令和２年度において、保健管理センターが取り扱った延べ件数は表のとおりである。 

 

  項　　　　　目 職　 員 その他 合　計 　　　備　　考

学 士 課 程 新 入 生 健 康 診 断 1,117 - - - - 1,117

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断
秋 入 学 学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 643 2,150 15 - - 2,808

特 殊 定 期 健 康 診 断 211 1,232 7 - - 1,450

精 神 科 診 療 299 900 13 712 20 1,944

カ ウ ン セ リ ン グ 1,161 1,921 26 373 89 3,570

看 護 対 応 632 1,643 23 786 480 3,564 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 58 838 0 - - 896 自動発行機含む

紹 介 状 の 発 行 10 46 10 40 - 106

合　　　　計 4,131 8,730 94 1,911 589 15,455

内 科 等 診 療 306 合計のみ表示

15,761総合計

学生

学士 大学院 非正規
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表 1-２ 取扱延件数（大岡山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1-３ 取扱延件数（すずかけ台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項　　　　　目 職　 員 その他 合　計 　　　備　　考

学 士 課 程 新 入 生 健 康 診 断 1,116 - - - - 1,116

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断
秋 入 学 学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 530 1,244 11 - 0 1,785

特 殊 定 期 健 康 診 断 134 690 3 - 0 827

精 神 科 診 療 260 399 2 380 6 1,047

カ ウ ン セ リ ン グ 1,065 1,340 26 297 74 2,802

看 護 対 応 538 871 23 607 388 2,427 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 50 508 0 - 0 558 自動発行機含む

紹 介 状 の 発 行 9 25 0 38 0 72

合　　　　計 3,702 5,077 65 1,322 468 10,634

内 科 等 診 療 187 合計のみ表示

10,821総合計

学生

学士 大学院 非正規

項　　　　　目 職　 員 その他 合　計 　　　備　　考

学 士 課 程 新 入 生 健 康 診 断 1 - - - - 1

学 生 一 般 定 期 健 康 診 断
秋 入 学 学 生 一 般 定 期 健 康 診 断 113 906 4 - 0 1,023

特 殊 定 期 健 康 診 断 77 542 4 - 0 623

精 神 科 診 療 39 501 11 332 14 897

カ ウ ン セ リ ン グ 96 581 0 76 15 768

看 護 対 応 94 772 0 179 92 1137 詳細は看護対応年報参照

健 康 診 断 証 明 書 の 発 行 8 330 0 - 0 338 自動発行機含む

紹 介 状 の 発 行 1 21 10 2 0 34

合　　　　計 429 3,653 29 589 121 4821

内 科 等 診 療 119 合計のみ表示

4,940総合計

学生

学士 大学院 非正規
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４）看護対応年報 

2020 年度において、保健管理センター看護職が対応を行った延べ件数は表のとおりである。 

表２-１ 取扱延件数（大岡山） 

 
 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

45 26 23 7 54 14 291 23 112 50 314 70 70 1 56 13 32 11 10 5 356 207 195 192

23 7 4 4 12 2 34 3 32 12 41 7 5 1 4 2 7 4 5 2 75 43 3 3

16 6 0 3 17 0 20 0 15 10 40 23 12 1 28 7 16 9 4 4 8 3 1 0

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

3 2 0 4 4 1 2 0 11 1 12 7 1 0 2 0 2 1 2 1 3 6 0 1

1 0 0 0 2 0 9 1 3 1 6 1 3 0 0 1 0 0 1 0 7 9 0 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

0 0 0 1 0 0 4 1 3 0 2 0 1 0 0 1 0 0 0 0 3 5 0 0

3 0 0 1 3 0 6 0 5 0 14 2 2 0 2 0 1 2 2 2 5 8 0 0

0 0 0 0 0 2 8 0 23 7 29 4 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 15 1 19 1 32 6 20 9 23 2 1 0 5 0 9 1 0 0 52 44 1 0

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6 1 0 0

42 26 23 7 53 14 290 22 109 50 310 67 68 1 56 13 32 11 9 4 350 202 195 192

55 32 38 14 82 18 352 30 174 68 396 83 77 1 67 15 45 15 14 9 426 276 196 193

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

呼 吸 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消 化 器 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0

循 環 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 6 3 0 1 1 0 5 0 14 0 11 0 0 0 3 0 3 0 1 0 82 29 1 0

計 6 3 0 1 1 0 5 0 15 0 11 0 1 0 3 0 3 0 1 1 83 30 1 0

外 傷 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0

熱 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

打 撲 ・ 捻 挫 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 3 0 0

骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 2 1 0 0

そ の 他 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0

計 3 0 0 0 0 0 5 0 0 0 2 2 2 0 2 0 1 2 0 2 4 8 0 0

0 0 0 0 1 0 2 1 3 1 8 0 1 0 0 0 0 1 1 1 2 3 0 0

1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 3 0 0 0 0 1 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 1 0 0 14 3 1 0

D1 D2

利用者(実人員)

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2

計性別

来 所 者 数

D3 非正規 職員 その他

2177

うち新規 335

うち外国人 243

看護対応（延べ）

71 69 43 15 563 387計 71 30 68 314 162 384

その他
計

性別

健 康 相 談 66

応 急 処 置 45

M2 D1 D2 D3 非正規 職員年次 B1 B2 B3 B4 M1

証 明 書 発 行 77

パ ッ チ テ ス ト 0

ベ ッ ト 休 養 10

救 急 要 請 3

投 薬 21

病 院 案 内 58

感 染 症 対 応 250

※ そ の 他 2146

計 2676

利用者の疾患

年次 B1 B2 B3 B4 職員 その他
計

性別

※来室者全員に検温を実施している。

内
科
系

1

4

0

160

165

M1 M2 D1 D2 D3 非正規

皮 膚 科 系 25

眼 科 系 4

耳 鼻 咽 喉 科 系 1

外
科
系

8

1

9

0

9

6

33

精 神 科 系 0

内 分 泌 ・ 代 謝 系 0

歯 科 系 2

腎 ・ 泌 尿 器 系 0

婦 人 科 系 4

脳 ・ 神 経 科 系 0

そ の 他 35
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表２-２ 取扱延件数（すずかけ台） 

 

 

  男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 0 0 19 0 42 29 86 40 204 133 56 12 46 23 85 46 0 0 128 46 80 5

0 0 0 0 2 0 11 6 28 11 54 15 6 3 10 3 10 6 0 0 37 21 3 2

0 0 0 0 0 0 0 0 21 14 18 39 12 6 9 7 21 35 0 0 7 3 1 1

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 0

0 0 0 0 0 0 2 0 1 3 9 1 2 0 4 1 0 1 0 0 5 7 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 1 3 2 2 1 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 1 4 1 7 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 3 2 9 0 8 7 24 5 2 0 4 1 3 1 0 0 22 12 0 1

0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 19 0 41 28 85 38 197 129 56 12 45 22 85 44 0 0 123 42 79 5

0 0 0 0 22 2 53 31 101 51 240 137 62 14 57 27 90 48 0 0 152 61 85 8

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

呼 吸 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消 化 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

循 環 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 5 2 8 2 1 0 1 0 1 0 0 0 8 3 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1 0 5 2 8 2 1 0 1 0 1 0 0 0 8 3 0 0

外 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 4 3 0 0

熱 傷 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

打 撲 ・ 捻 挫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

骨 折 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

筋 肉 痛 ・ 関 節 痛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0

計 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 5 1 1 0 3 1 0 1 0 0 5 4 0 0

0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

D1 D2

利用者(実人員)

年次 B1 B2 B3 B4 M1 M2

計性別

来 所 者 数

D3 非正規 職員 その他

1080

うち新規 228

うち外国人 194
看護対応（延べ）

68 69 131 0 174 85計 0 0 19 71 126 337

その他
計

性別

健 康 相 談 7

応 急 処 置 38

M2 D1 D2 D3 非正規 職員年次 B1 B2 B3 B4 M1

証 明 書 発 行 16

パ ッ チ テ ス ト 0

ベ ッ ト 休 養 4

救 急 要 請 3

投 薬 3

病 院 案 内 16

感 染 症 対 応 104

※ そ の 他 1050

計 1241

利用者の疾患

年次 B1 B2 B3 B4 職員 その他
計

性別

※来室者全員に検温を実施している。

内
科
系

0

0

0

32

32

M1 M2 D1 D2 D3 非正規

皮 膚 科 系 12

眼 科 系 1

耳 鼻 咽 喉 科 系 1

外
科
系

11

0

1

0

0

10

22

そ の 他 0

精 神 科 系 0

内 分 泌 ・ 代 謝 系 0

歯 科 系 2

腎 ・ 泌 尿 器 系 0

婦 人 科 系 2

脳 ・ 神 経 科 系 0
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５）処方箋発行枚数 

2020 年度において、保健管理センターが取り扱った処方箋枚数は表のとおりである。 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症防止のため、対面診察を極力避けることとした。 

 

表 3-1 処方箋枚数（大岡山） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

内科 職員 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 3
　計 0 0 0 0 2 1 0 0 1 0 0 0 4
学生 33 17 22 30 27 27 41 32 49 49 56 42 425

神経科･精神科 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 33 17 22 30 27 27 41 32 49 49 56 42 425
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

外科・整形外科 職員 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2
　計 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 3
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼科 職員 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
　計 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
学生 0 0 0 4 1 0 0 0 1 0 0 0 6

皮膚科他 職員 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2
　計 0 0 0 4 2 0 0 0 2 0 0 0 8
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

禁煙外来 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生 33 17 22 34 28 27 41 32 51 49 56 43 433

合計 職員 0 0 0 0 4 2 1 0 1 0 0 0 8
　計 33 17 22 34 32 29 42 32 52 49 56 43 441

表3-2 処方箋枚数(すずかけ台）

 

 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間
学生 2 2 2 1 1 1 1 3 1 2 0 0 16

内科 職員 1 1 1 4 2 3 3 1 4 3 2 2 27
　計 3 3 3 5 3 4 4 4 5 5 2 2 43
学生 18 23 32 45 33 30 44 42 44 36 27 22 396

神経科･精神科 職員 1 1 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 7
　計 19 24 32 47 35 30 44 43 44 36 27 22 403
学生 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

外科・整形外科 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
学生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

眼科 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
学生 0 1 1 7 1 0 2 5 1 0 0 2 20

皮膚科他 職員 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 3
　計 0 1 1 7 2 0 2 5 1 0 2 2 23
学生 0 1 2 3 3 2 0 0 0 0 0 0 11

禁煙外来 職員 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　計 0 1 2 3 3 2 0 0 0 0 0 0 11
学生 21 27 38 56 38 33 47 50 46 38 27 24 445

合計 職員 2 2 1 6 5 3 3 2 4 3 4 2 37
　計 23 29 39 62 43 36 50 52 50 41 31 26 482
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６）救護活動 

事 項 時 期 場 所 従事者 

すずかけサイエンスデイ（1 日目）   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

すずかけサイエンスデイ（2 日目）   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

職員採用試験   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

オープンキャンパス   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

大学院修士課程 

専門職学位課程入学試験 
  中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

工大祭（1 日目）   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

工大祭（2 日目）   中止（新型コロナウイルス感染症のため） 

共通テスト（1 日目） 令和 2年 1月 本学 医師 2 名、看護職 3 名 

共通テスト（2 日目） 令和 2年 1月 本学 医師 2 名、看護職 3 名 

AO 入試 令和 2年 2月 本学 医師 1 名、看護職 1 名 

学士課程前期入学試験（1日目） 令和 2年 2月 本学 医師 2 名、看護職 3 名 

学士課程前期入学試験（2日目） 令和 2年 2月 本学 医師 2 名、看護職 3 名 

学士課程前期追試験（1 日目） 令和 2年 3月 本学 医師 1 名、看護職 3 名 

学士課程前期追試験（2 日目） 令和 2年 3月 本学 医師 1 名、看護職 3 名 

７）保健・健康指導 

事 項 時 期 場 所 従事者および参加者 

普通救命講習会（すずかけ台） 令和 2 年 9 月 
G４棟 

卓球場 

看護職 2 名 

学生 4 名、職員その他 7 名、計 11 名 

普通救命講習会（大岡山） 令和 2 年 12 月 
西 8 号館 10 階情報理工学

研究科大会議室 

看護職 2 名 

職員 14 名 

８）保健管理研究集会・研修 

事 項 時 期 場 所 従事者および参加者 

第 58 回全国大学保健管理研究集会 令和 2 年 11 月 WEB 開催 医師 3 名、カウンセラー2 名 

第 58 回全国大学保健管理協会 

関東甲信越地方部会研究集会 

令和 2 年 9 月 

（当初の予定） 

2020 年度開催なし

（1 年延期） 

 

第 42 回全国大学メンタルヘルス学会 令和 2 年 12 月 WEB 開催 医師 2 名、カウンセラー2 名 

第 23 回フィジカルヘルスフォーラム 
令和 3 年 3 月 

（当初の予定） 

2020 年度開催なし

（1 年延期） 

 

９）カウンセリング懇談会 

事 項 時 期 場 所 従事者および参加者 

第 76 回カウンセリング懇談会 

（大岡山） 
令和 2 年 8 月 オンライン開催 

医師 2 名、カウンセラー4

名、教職員 94 名、看護職 3 名 

第 77 回カウンセリング懇談会 

（すずかけ台） 
令和 3 年 3 月 オンライン開催 

医師 3 名、カウンセラー5

名、教職員 74 名、看護職 5 名 
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２．健康診断  

１）学生一般定期健康診断   

（１）学生一般定期健康診断実施状況 
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士
正

規
学

生
研

究
生

総
合

計

受
診

日
2
0
2
0
/
9
/
2
4

2
0
2
0
/
1
1
/
3
0

1
9
年

度
生

過
年

度
生

合
計

2
0
年

度
生

1
9
年

度
生

1
8
年

度
生

2
0
年

度
生

1
9
年

度
生

1
8
年

度
生

1
7
年

度
生

過
年

度
生

合
計

2
0
年

度
生

学
部

等

検
査

項
目

等

＜
備
考
＞

 
 

令
和

2
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年
春
に
開
催
し
て
い
る
学
生
一
般
健
康
診
断
を
秋
に
延
期
し
た
。

 

ま
た
、
会
場
で
の
密
を
避
け
る
た
め
、
学
士
課
程
新
入
生
を

9
月

2
4
日
～

9
月

3
0
日
（

5
日
間
）
、
在
学
生
・
秋
新
入
学
生
を

1
0
月

1
6
日
～

1
0
月

2
2
日
（

7
日
間
）
、

1
1
月

1
2
日
～

1
1
月

3
0
日
（

1
9
日
間
）
に
日
程
を
延
長
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
感
染
予
防
策
を
講
じ
る
た
め
検
査
項
目
も
一
部
縮
小
し
て
実
施
し
た
。

  

（
学
士
新
入
生
：

 胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
身
体
計
測
・
視
力
、

 在
学
生
：

 身
体
計
測
・
視
力
）

 

例
年
、
実
施
し
て
い
る
医
師
診
察
と
看
護
師
問
診
は
、
対
面
で
は
実
施
せ
ず
希
望
者
の
み
医
師
面
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
後
日
、

W
E

B
問
診
の
入
力
内
容
を
基
に
対
象
者
の
み
健
康
状
態
の
観
察
を
行
っ
た
。
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２）学生特殊健康診断 

 

 学生（学士課程４年生、大学院課程生、非正規課程生）を対象として、放射性同位元素等の規制に関

する法律および国立大学法人東京工業大学における学生等の安全衛生管理に関する暫定措置を定める

規則に則り、特殊健康診断を実施した。 

 

（１）実施日時 

春季 

大岡山地区 

2020 年 7 月 1 日、2 日         9：00～12：20、13：30～17：00 

すずかけ台地区 

2020 年 6 月 29 日、30 日午前   9：00～12：20、13：30～17：00 

秋季 

大岡山地区 

 2020 年 10 月 28 日～11 月 2 日   9：30～12：20、13：30～18：00 

          土日を除く 

すずかけ台地区 

2020 年 10 月 12 日～10 月 14 日  9：30～12：20、13：30～18：00 

       

（２）実施から事後措置までの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響で、4月実施予定の春季健診を 6月実施とした。 

  また、新型コロナウイルス感染予防のため、下記の対策をとり実施した。 

 三密を避けるため、50 分の時間枠を設けて研究室毎に割り振りをし、受診者の集中

を緩和した。なお、指定時間に受診できるように、授業を公欠扱いとしていただいた。 

 健診会場入口で、検温、手指消毒、マスク着用を徹底した。 

 健診会場の机・椅子等は十分な間隔をとり設置し、ドア・窓は開け、サーキュレータ

ーを使用し換気を行った。また、時間枠終了毎に、机、椅子、筆記具等をエタノール

消毒した。 

 

  

血液検査 

尿検査 

その他の検査 

医師による問診 

（外部委託） 

学校医面談 

異常なし 

要注意 

要経過観察 

要精密検査 

要治療 

外部医療機関 
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（３）受診者数（健診日別） 

地区 健診日 受診者数 健診対象部局

7/1（水） 185 理学院、先導原子力研究所

大岡山 7/2（木） 117 物質理工学院、工学院　その他

小計 302

春季 6/29（月） 121 生命理工、化学生命科学研、ﾌﾛﾝﾃｨｱ材料研　

すずかけ台 6/30 午前 58 物質理工学院、理学院

小計 179

合計 481

10/28（水） 147 理学院、生命理工学院

10/29（木） 144 物質理工学院応用化学系

大岡山 10/30（金） 115 物質理工学院応用化学系、材料系

11/2（月） 123 先導原子力研、工学院　他

小計 529

秋季 10/12（月） 144 生命理工学院、化学生命科学研

10/13（火） 159 化学生命科学研、物質理工学院

10/14（水） 125 ﾌﾛﾝﾃｨｱ材料研、物質理工学院、未来産業研他

小計 428

合計 957

大岡山 10

個人 すずかけ台 2

合計 12

大岡山 841

年間 すずかけ台 609

総計 1450

すずかけ台

 

（４）受診者数（身分別・本務地別） 

地区 学士課程生 大学院課程生 非正規課程生 合計

大岡山 35 266 0 301

春季 すずかけ台 13 166 1 180

合計 48 432 1 481

大岡山 97 416 3 516

秋季 すずかけ台 64 374 3 441

合計 161 790 6 957

大岡山 2 8 0 10

個人 すずかけ台 0 2 0 2

合計 2 10 0 12

大岡山 134 690 3 827

年間 すずかけ台 77 542 4 623

総計 211 1232 7 1450
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（５）受診者延数（健診項目別、本務地別） 

大岡山 すずかけ台 合計

春季 電離放射線 301 180 481

電離放射線 254 184 438

有機溶剤 350 331 681

鉛 8 4 12

四アルキル鉛 0 0 0

秋季 特定化学物質 477 418 895

高気圧 0 0 0

じん肺 4 6 10

石綿 0 0 0

個人 電離放射線 10 2 12

健診項目

 

 

（６）健診結果 

　春季

健診項目 異常なし 要注意 要観察 要精検 治療中

大岡山 301 201 72 24 4 0

すずかけ台 180 127 39 12 2 0

個人受診 0 0 0 0 0 0

計 481 328 111 36 6 0

　秋季

健診項目 異常なし 要注意 要観察 要精検 治療中

大岡山 254 155 71 25 3 0

すずかけ台 184 130 42 11 1 0

個人受診 12 10 2 0 0 0

計 450 295 115 36 4 0

大岡山 350 329 9 5 7 0

有機溶剤 すずかけ台 331 294 17 12 8 0

計 681 623 26 17 15 0

大岡山 4 3 1 0 0 0

じん肺 すずかけ台 6 5 1 0 0 0

計 10 8 2 0 0 0

大岡山 8 8 0 0 0 0

鉛 すずかけ台 4 3 1 0 0 0

計 12 11 1 0 0 0

大岡山 477 410 12 28 27 0

特定化学物質 すずかけ台 418 340 6 43 29 0

計 895 750 18 71 56 0

健康診断は健診業者に業務委託して行い、健診結果は健診業者による判定である。

電離放射線

健診結果
地区 受診者延数

地区 受診者数
健診結果

電離放射線
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（７）学校医面談結果 

健診結果が要精検の人および健診時診察の有所見者など学校医が必要と判断した人に面談をした。 

　春季

地区 判定区分 該当者数 面談者数

要精検 4 4 病院受診指示 4 (回答4：異常なし4)

要観察 4 4 病院受診指示 3 (回答2：異常なし2)

経過観察 1

要注意 1 1 異常なし 1

要精検 2 2 病院受診指示 1 (回答1：異常なし1)

経過観察 1

　要精検等面談者の内訳

要精検　4 白血球数増多（軽度） 4

大岡山 要観察　4 白血球数増多（軽度） 4

要注意　1 所見 1

要精検　2 白血球数減少（軽度） 1

白血球百分率（異型リンパ球） 1

　電離放射線に起因する所見はなく、いずれも日常生活状況による所見であった。

面談結果

大岡山

すずかけ台

すずかけ台

 

 

　秋季

地区 判定区分 該当者数 面談者数

要精検 20 20 病院受診指示 17

（回答5：経過観察4、  異常なし1）

経過観察 1

大岡山 異常なし 2

要注意 11 6 病院受診指示　1

経過観察 3

異常なし 2

要精検 21 18 病院受診指示 9

（回答7：経過観察5、  異常なし2）

経過観察 8

異常なし 1

要観察 1 0

要注意 12 4 病院受診指示　1（回答1：異常なし1）

経過観察 1

異常なし 2

面談結果

すずかけ台
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要精検等面談者の内訳（重複あり） 

　

要精検  20 肝機能(GOT,GPT,γ-GTP)異常（軽度） 14

肝機能(ALP,BIL)異常（軽度） 2

尿蛋白(陽性2＋） 1

白血球数増多（軽度） 2

大岡山 赤血球数増多（軽度） 2

貧血（軽度） 1

白血球百分率（単球） 1

要注意　11 胸部X線（心拡大疑い） 2

所見 9

要精検  21 肝機能(GOT,GPT,γ-GTP)異常（軽度） 14

肝機能(ALP,BIL)異常（軽度） 4

尿蛋白(陽性2＋、1＋） 4

白血球百分率（好酸球） 1

要観察　1 肝機能(ALP,BIL)異常（軽度） 1

馬尿酸（分布3） 1

要注意　12 胸部X線（心拡大疑い） 1

所見 12

いずれも、明確には研究使用物質の曝露に起因するものとは言えず、主に日常生活状況に
起因すると考えられる所見であった。
検査結果が同じであっても、判定が異なるのは、他の検査項目の判定が影響しているため
である。

すずかけ台
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Ⅱ．「保健管理センターの概要」編 

1.保健管理センターの所在地 

東京工業大学 大岡山キャンパス 

〒152-8550 目黒区大岡山 2-12-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京工業大学 すずかけ台キャンパス 

〒226-8503 横浜市緑区長津田町 4259 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保健管理センター 

Health Support Center 

すずかけ台分室(G4 棟１階) 

Health Support Center 

(1F G4-building) 
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2. 関係職員名簿（令和２年度） 

１）保健管理センター運営委員会委員 

保健管理センター センター長（併任） 三平 満司 

〃 教授 齋藤 憲司 

〃 教授 安宅 勝弘 

〃 教授 福岡 俊彦 

〃 准教授 丸谷 俊之 

理学院 教授 腰原 伸也 

工学院 教授 山田 明 

物質理工学院 准教授 北村 房男 

情報理工学院 准教授 石田 貴士 

生命理工学院 准教授 森   俊明 

環境・社会理工学院 教授 二羽  淳一郎  

リベラルアーツ研究教育院 教授 林   直亭 

科学技術創成研究院 教授 千葉 敏 

学生相談室長 教授 高原 弘樹 

事務局長  藤野 公之 

学務部長  田中 昇 

学生支援課長  内田 康司 

   

２）保健管理センター職員 

センター長（併任） 教授 三平 満司 

カウンセラー 教授 齋藤 憲司 

学校医・大岡山・田町地区産業医 教授 安宅 勝弘 

学校医・大岡山地区産業医 教授 福岡 俊彦 

学校医・すずかけ台地区産業医 准教授 丸谷 俊之 

カウンセラー 特任教授（すずかけ台） 道又 紀子 

〃 特任講師 高田 純 

〃 特任専門員 河西 正枝 

〃 特任専門員 片岡 彩 

〃 特任専門員 宣 聖美 

〃 特任専門員（すずかけ台） 岡安 朋子 

保健師  黒瀬 愛子 

保健師（※１）  貝塚 真美子 

看護師（※１の代替期間雇用）  山崎 万智子 

保健師（非常勤）  髙木 有希子 

看護師（非常勤）  福間 佳子 

看護師（非常勤）  松本 陽子  （～1 月） 

看護師（非常勤）  猪原 比佐子（2 月～） 

薬剤師  樋田 伸子 
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関係事務職員 

学務部長 事務職員 田中 昇 

学生支援課長  内田 康司 

支援企画グループ長  笹川 祐輔 

事務支援員  小倉 華代子 

 〃  城所 郷子 

 

３）保健管理センター歴代所長 
 

  

  大木 保夫 （昭４６．１２〜５１．３） 

  

  松野 尚夫 （〃５１．４〜 ５６．３） 

  

  辻  茂 （〃５６．４〜 ５８．３） 

  

  稲田 祐二 （〃５８．４〜 ６２．３） 

  

  中瀬 明男 （〃６２．４〜 ６３．３） 

  

  森川  陽 （〃６３．４〜 平１．３） 

  

  坂田  勝 （平 １．４〜  ３．３） 

  

  岡部 平八郎 （〃 ３．４〜  ５．３） 

  

  永田 一清 （〃 ５．４〜  ７．３） 

  

  長松 昭男 （〃 ７．４〜  ９．３） 

  

  梶内 俊夫 （〃 ９．４〜 １１．３） 

  

  綱島  滋 （〃１１．４〜 １３．３） 

  

  小林  彬 （〃１３．４〜 １７．３） 

  

  加藤 雅治 （〃１７．４〜 ２１．３） 

  

  酒井 善則 （〃２１．４〜 ２３．３） 

  

    中村 聡 （〃２３．４〜   ２７．３） 

  

  山室 恭子 （〃２７．４〜   ２９．３） 

  

  三平 満司 （〃２９．４〜          ） 
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